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概要 今年度から、高石市内の全小学校において、学級担任がすべての教科指導を

担当するのではなく、学級担任・学年所属教員・専科教員等により、一部担当教科

を分担して指導、評価を行う「教科担任制」を導入しております。

教科担任制で期待される効果として、専門性の向上による「学習指導の充実」、複

数の教員が指導にあたることによる「児童の多面的な理解」、教科担任制になれるこ

とによる「中１ギャップの軽減」、担当時間数が減ることによる「教員の負担軽減」

が挙げられます。

各校で実施している教科担任制の体制・成果・課題を把握、情報共有し、研究を

進め、児童・生徒のさらなる学力向上、理解につながるようにしてまいります。

教科担任制導入が変える小学校の現場について

【教科担任制の効果】 【担当教科と時間数の例】
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